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主 張１

役人め発想に怒りを集中させよう
代表幹事 篠原 義仁

回 本年度総会で、 オンブズマン活動を広

く 市民に知 らせ、 市民ととも に行政 の民主化、

透明化を求 め、 税金のム ダ遣い を追 及 し、 正

しい使途の確立をめざす取り組みが必要であ

ると確認された。

そ の具 体化と して、
ｒこ んな税金 のム ダ遣

い、 許せますカ ← 川崎市民のつどい 一」

（１Ｏ月 ２８日 開催） の 企画 が進 めら れて いる。

このつ どい は、 従来のオ ンブズマ ン主催の

形式を改 めて、 幅広い市民の結集 をめざそう

ということ で、 オンブズマ ン仲間も 一定数呼

ぴかけ人 に加 わりつっ、 他方、 これ を広げて

文字 どおり川崎 の南・中・北部の各 界各層か

らの２６名が 呼ぴかけて行う企画と なった。

会場も中小企業婦人会館の大ホールで３００

人規模と なって いる。 従っセ、 オンブズマン

組織 を超 えた多数の市民の結集な しには、 そ

の成功 はのぞめない。 全国的 にみて 中規模組

織 には位 置づ けられ てはい るが、 会員拡 大、

組織拡大に坤吟している私たちの現状に照ら

すと、 更 なる組織の活性化にとって 一大チャ

ンスの企 画といってよい。 成功 に向 けた会員

各 位の奮 聞が要求されるとこ ろと なっている。

回 １０・２８ の つ ど い に 先 立 っ て、 現 地 主

義 の実践 と して１Ｏ月 ８日 に久 し振 りに川 崎

市内の
．

崎 漬け土地」 の現状を把握するため

の 実態調査・バスヅアーが 予定され た。

「公有 地の拡 大に 関する 法律」 に 違反 して、

川崎を遠く離れた静岡県南伊豆町と岩手県束

和町に先行取得された保養所用地は、 オンタ

ズマンが申し出たとおり保養所利用は断念さ

れた。 他方、 南伊豆のそ の土地は、 川 崎市艦

定で は６ 億超円、 そ しそ最終的 には７億超円

と 評価さ れた のに、 昨 年１２月、 川 崎 市土地

開発公 杜は何とその１０分の１ 以下の５５７０ 万

円 で売却を実行 した。 東和 町の土地は、 川 崎

市と して用 地購入価格、 用地 造成、 温泉掘削

な どに８ 億円も投資 したの に、 有効利用 でき

ず、 本年３月 東和 町に無償譲渡された。

百条委員会を設置しての市議会の原因究明

も され ず、 監査 委員の 事実 解明 も行 われず、

ま して や、 市長以下関係職員 の責任追及と損

害賠償の履行 もないまま、
ｒ税金 のムダ遣い」

が野放 しとなって いる。

こ れと平行 して、 川 崎市が 取得目的があい

まいのまま土地開発公杜に先行取得さ章た数

多くの ｒ塩 漬け土地」 が、 長年 にわたって放

置さ れつづ けている。 それ は、 オンブズマ ン

の請求した情報公開に基づく資料開示で明確

となっ ている。 利 用不可能な 土地の購入、 用

地購入費の莫大さと累積借入金利の異常性は、

資 料分析 から も明白と なっ てい る。 し牟 し、

それ は机上の確 認で しかな い。 １Ｏ・８ バスツ

アー は、 そ れを自分の目 で見、 資料とつき 合

々せ セ聞き、 財政危機に直 面している川崎 市

政の現状を知る企 画となっ ている。

現地調査は怒りの調査となることは必至で

あ る
。

回 今、 阿部川崎市政 臥 財政困難を口実

にして福 祉、 医療、 教育、 公 害環 境予算の削

滅を はかり、 市民からは ｒ病 人から布団 を剥

ぐような予算削減」 と批判さ れている。 それ

も全く 予算 がないな ら一つ の割 り切りよう で

ある が、 真実は多額の税金 を ドブに捨てる よ
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うな税金の ムダ遣いを行っ た上での切り 捨て÷

施策の展開であ１・ そのどと 晦 なし 勢

市 民的合意 を得 られないものとなっている。
；
、

土鰍鰐㌘鴬 雑
た大規模事業の失敗による税金のムダ遣いも

目 に余るものとなっ ている。 ＫＣＴ の破産間

題、 大師イ ンター で打ち止め濃厚 の高速川 崎

縦貫道計画、 それ にも懲りず、 現在の 財政状

況を無視 して進 められようと して いる川 崎縦

貫地下鉄律想な ど枚挙にいとまがない。

刑 事 事件 （犯 罪） にまで発展 し、 巷間 で話

題となっている各種談合事件 （橋梁談合、 防

衛庁談合、 福 島県の一連の談合等々） は、 不

当な高値落札の結果、 自治体財政等に重大な

損害を発 生させている。 川崎市に関連 していっ

ても 下水道 談合、 水道メータ ー談合な ど数多

い。 本 来は、 税金のム ダ （不当） な支出 を回

復す るため、 川 崎市自身 で談合間題を解明 し、

業者 に損害賠償請求すべき ところ、 川崎市 は

業者 との癒着の縞果 か、 一 向にその対策 をと

ろうと していない。 川崎 市が談合を否定 した

のにもかかわらず、 前記事件はいずれも オン

ブズマンの住民訴訟の結果として裁判所で談

合を糾明 され、 ｒ談合はない。 従？て損害金

は入 らない。」 と して いた川 崎市 の懐 に返 愚」

さ 紬 １崎市財政に補充さ 柚 ξころとなっ
｛１

た このお金の大切さを忘れた、 川崎市当局 １１

揮 ど う 日 宇 萌 か せ て い く の か
、

１０・２８ の つ
，、

掌いの意拳は木きいｇ
各 家庭 での経験でい えば、 市民は 「買 うと

き は１円 でも 安く （節約）、 売 るとき は１ 円

でも高く （収入増）」 と いう こと であち こち

走りま わり、 家計の範約、 健全な生 計維持に

奮 闘する。

しか し、 役 人 （官僚） は、
「買 うとき は１

円 で も高く （南伊 豆、 東和 町）、 売ると きは

１ 円で も安く （南伊 豆は １Ｏ 分の １ 以下、 東

和町 はタ ダ）」 とい う 「信念」 の もと に行政

施策を実行し、 談合で市財政に損害金が発生

してもこれに目 をつぶり、 損害賭償請 求手続

を放棄する。 そ の一方 で 「病人 から布 団を剥

ぐ予算の削減」 を強行する。

この逆立 ちした発 想は、 早期 に正しく改め

られる必腰 がある。

重 ね て い え ば
、

１０ ・２８ の つ ど い の 成 功 は ．

そのための確 かな第一歩となる。 みん牟 でカ

を合わせ、 会 場いっぱいの参加 者をえて、 是

非成功させたいと祈念 してい る。

で 地 取 地 １ 求 支 町 屋 は を 売 有 用 町

灘糠灘
、 円 用 で 用 地 請 に ら 町 の 額 に 所 道 同

話 た 併 め 売 役 と 査 え 却 た 算 万 公 赤 社 原 売 売 公

室養繊１１１糟１１

支
出
停
止
求
め
監
査
請
求

城
山
町

公
社
土
地
売
却
損
穴
埋
め

町民３２人



ｈｔｔｐ： 〃 ㎜ ．
ｋａ ㎜ ｓａｋｉ－ｏｍｂｕｄｓ． ｓａ ㎞ ｒａ．ｎθ．ｊｐ／

第１３回全国市民オンブズマン
福岡犬会報告

福四大会に参加して

川口 洋一

今年の大会は従来と異なり分科会を持たず、
つ く し

福岡市天神にある都久志会館の大ホールで全

て の報告 が行わ れた。 初日の ９月 １６日 は午

後１ 時からのスター ト。 今年 のテ ーマ’「行政

の姿が見えますか？～民営化の透明度を検証

する～」 について全国連絡会議代表幹事の土

橋 さんによる基調報告。 つ づいて外部団 体へ

の業務委託と指定管理者制度の全国調査報告

では外郭団体への委託業務がそっくり民問業

者に再委託 （丸投 椚 される実態が、 川崎市

でも行われているよ うにいく つかの自治 体で

行われている。 しかし再委 託の状況を把握 し

ていない自治体が多い ことに ビックリで す。

それ に して も自治 体ＯＢ の天 下り先 と して

の機能しかない非効率な外郭団体の整理をど

ん どん進めなく てはと思うのでした。

そして今大会の講演 ｒ知事室から見た市民

オンブズマン」 前宮城県知事の浅野史郎さん

の登場です。 原稿な しで１時間たっぷり 漫談

を聞かせてくれま した。 会場は笑いと拍 手で

いっ ぱい でした。 談合間 題に からん で、
「地

域経済・ 地元 経済の活性化のためと いうこと

で地元業者限定にすると談合がし易くなる」

と知事の実体 験をふま えて話 していた ことが

印象的 でした。 この講演について は他 の方が

書かれるので しょう。

休憩を挟んで後半はテーマ報告と包括外部

監査の表彰式。 今年は島根県の錦織弁護士が

大賞 を受賞 いた しま した。 川崎市 の包括外部

監査でも島根県と同様に土地開発公杜を取り

扱 っているが、 改善の ための指摘・提 言に具

体的で活用性が高い島根県と比べ２歩３歩と

遅れて いるようだ。

テーマ報告は 翌１７ 目にも続き、 「談合・入

札 改 革」、
「情 報 公 開」、

「議 会 ・ 政 務 調 査 費」、

「讐察 間題」、 「住 民訴訟の行政裁量につ いて」、

「大阪からの報皆」 の６ テーマが各４０ 分間で

報告され ま した。 その後 各地から の報告が ５

０分 ありま したが、 一 つの会 場で行う のです

から しゃぺりた い人全てが しゃ べる わけには

いきません。 そんなわけで大会に参加しなかっ

た人も多 いかと思 います。 大会参加 者は３４０

人 ほ ど と い う こ と で し た
。

テーマ報告 「映合・入札改 章」 を間いて

「談合・ 入札 改革」 はかな がわ市 民 オンブ

ズマンの大川さんが担当幹事で報告 しま した。

２００４ 年 に改 正さ れた独 占禁 止 法に よる課 徴

金減免制度の導入により、 談合の事寒を申告

する企業が次々 と出てきている。 国 や公団の

公共事業で頻発した談合事件を契機と して国

土交 通省 は一 般競 争入 札の 枠 を、 ０６ 年 から

は２億円以 上の公示にまで枠 を広 げることに

し て い る
。

．
こあよう に 「反談合」 の動き は進んでいる

もの の落札率を 見るとベス ト３ の長野県 ＝７

４．８ ％、
宮 城 県 ＝ ７４．９ ％

、
富 山 県 ＝ ７＆ ９ ％

に 対 し て、
ワ ー ス ト ３ の 北 海 道 ＝ ９４．７ ％、

熊 本 県 ＝ ９５．４ ％、 宮 崎 県 ＝ ９５．８ ％ で あ り
、

そ の差は２０％ にも なって いる。 そ して私た

ちの川崎市 は非 常に残 念ながら ワース ト３に

近 い。

かわさき 市民オンブズマ ンと しては ｒ談合

は悪である」 から一歩進んで ｒ談合は犯罪で

４
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ある」 という認 識を市民が強く持 つように努

め、 談合 を摘発 し、 談合 に加 わっ た企業を倣１．ニシ

底的に糾弾していくことが必要であ膏と㌘じ

ま し た。

改草の嵐は吹きあれるか

篠原 着仁

口 ９月 １６同、１７ 目の第１３回 全国市民オ

ンブ ズマ ン福 岡大 会は、
ｒ行 政の あり方」 を

強烈に批判するかのような台風の襲来をうけ

て開催された。

余談か らはい ると、 もう一泊 しての 「慰安

旅行」 を 予 定せ ず、 １７ 日 に直 帰行 を決 め込

ん でいた 多く の参 加者 は、 飛行機 が欠航 し、

次い で新 幹線も止まるな か、 も う一泊を余儀

なくされ た。 清水さん、 私も同様 で福 岡空港

へ行った ものの、 直前のＡＮＡ の羽 田行を最

後 に欠航 の憂目 にあ い、
「ま だ飛 んで いる飛

行機が あるのに何だ」 と ブツ ブツ言いながら

翌日の便への変更手続を とり、 次いで、 あわ

てて 宿泊ホテルの確保 に走っ た。 幸い、 清水

さんが前泊 していた、 清水 さん日く ｒ安いホ

テ ル」 の予約がと れ、 ほっ と一息ついた。 そ

して、 空港から地下鉄で繁華街 ｒ天神」 に戻っ

た。 と こ ろ が ど う か、 肩 曜 肩 の 午 後 ３ 時 前 な

のに買物客相手の 店舗 は次々 と シャ ッタ ーを

下ろ して閉店。 外 に出てホテ ルに移動 しよう

にも、 どうや ら台 風は長 崎上陸寸前 で、 九州

北部は全て暴風雨圏 内 （あとで知っ たが、 官

崎県 では竜巻 被害 が発生 して いた）。 地 下鉄

から表通り に出よ うにも、
ｒ風雨強 かるべ し」

で一歩も動 けな い状況であった （夜、 テ レビ

をみるとこ の時間帯の天神では、 街路 樹の倒

壊を防 ぐた め４ 人がかりで必死の 「防禦」 に

あた って いた）。 やむ なく、 清水 さん の判 断

で （突 っ込も うとい う私の判 断 を制止 して）、

再ぴ地下街に戻り、 辛う じて開いていた ドトー
烹

止 コーヒーで時間をみることとした。 せっか 二き
ちな２ 人ゆえ、 ４０分 ともたず３０分 早々 でそ １

の場を離れ、 ま た地下街入口 へ向 かった。 幸

いに も３０ 分前 とは異 なり、 どう も台風 の 谷

問に入っ たよ うで歩行 可能と判 断 し、 徒歩８

分のホテルヘ急い だ。

東京、 川 崎での台風 時の 移動では考 えられ

ないよ うな、 直撃台風下 での厳 しい移動 を経

験 した。 夜 のホテルの揺れ の激 しさも実感 し

た。 こ ちらで経験する台風 は （ホテルの 強度

の間題はあったにせよ）、 異質の台風だった。

回 さて本題 に戻 ろう。

福岡大会 は、 急違長野から変更されたこと、

そ して、 昨年の別府につづ いて２年連続 の九

州開催であっ たこと、 従って交通費等が高く、

それも２年というこ と、 さらにさ らに、 分科

会方式を採用せず全体会一本となったこと一

すなわち多くの参加者は間く一方で発言の機

会 が保証されていな いこともあって か、 例年

になく 少ない３４０人 の参加であった。 その内

訳は地元参加 は比較 的少なく、 高い 経費であ

るのにもかかわらず地元以外の参加の比重が

高かったと聞 いた が、 それでも少な い参加者

であった （川 崎からの５名 参加 は 「奮闘」 と

いって よい）。 私 の感想 はさ ておき、 次 回以

降の成功を期 して正しく その分析、 検討がな

される必要 がある。

そのことに 関連 して、 全体会一本 か、 分科

会 併用 か につい て考 えてみ ると、 な かなか、

ξち らと も断定 しにく い。 確 かに全体会一 本

でやれ ば、 全ての課題につい て報告を聞け て

大会 全体の理解 に役立つ。 １ ～２名 の少数参

加に止まる 地城の人にとって は分科会で身 を

裂 かれ るよりいい方法 であろう。 一方、 聞 き

放 しの２ 日間というの は考えようによっ ては

苦痛その もの である。 ま してや発 言 したい、

議諭 して深めたり、 学 びたいと思っている 人

にとっ て は、 欲 求不 満 が つの る こ とと な る

（そもそ も参加の意欲 をそ がれかねな い）。 川
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崎のように一地域 から５人も参加 していれ禽、

全ての分科会に参加 できたのに、 と 思うのも

筋と恩われる。

でも、 主催者 はこの手の間題 は把 握ずみで、

それでも今回は全体会一本でやってみようと

いうことになっ たのだと思う。 そう だと理解

すれぱそれもやむな しという ほかない。

し か し
、

こ の 方 式 で 固 定 化 せ ず
、

例 え ぱ
、

隔年で方 式を変 えていく のも よい。 私自身と

しては、 全 体会 一本で諸課題 を聞 けたことは

勉強になっ たと いうこと でき わめて 充実 して

いた。 他方、 分科会のよさも 捨てがたい。 そ

うだとする と分科会方式も採用 しつつ、 そ し

て全 体会も充 実させる ためには、 当自午後 １

時開催、 翌目 午後１時閉会と せず、 閉会は午

後３ 時と し２時間延長 し、 そ の延長時間を全

体会 に配分し、 全体会の 充実を保証するとい

う こ とも 考 え られ ても よ いよ う な気 が する

（長 す ぎて耐 えられ ないと か、 午後 １ 時には

多く の人が帰っ て しまうと か、 という間題は

必 ず つ き ま と う と 思 わ れ る が …
。

で も
、

高 い旅 費をかけて行く 以上、 それく らい はガ

マ ン しよ うよと いう こと かも知れ ない）。 い

ず れにしても主催者にとって は悩ま しい課題

であること には問違い ない。

回 川 崎から５人参加 したので、 それ ぞれ

が論卓を しぽって の報 告となる。

大会の第１のテーマは 「外郭団体の業務委

託調査」「指定管理者制度の調査」 報告であっ

た。 すなわち、 自治体業務 の 「民営化」 間題

にメス を入れてみよう という試みとなってい

る。 全国調査の分析 は、 自治体の業務委託先

（出資 法人） が自治 体０Ｂ の天 下り先 になっ

ているξ前置き し、 そ の天下り先法人 に業務

委託に名 を借りてＯＢ 対策を行っている、 と

そ の間題点を端的 に指 摘した。 しかも、 その

内実は、 多く の場合、 委 託された法人が業務

全体を第三者に 丸投げの再委託を しているの

であり、 そうで あれぱトンネル会 杜に等 しい

出資法人に業務委託をする必要はないと断じ

た。 もっ とも な指摘 という ほ かない。 他方、

出資法人に業務委託をしている場合で随意契

約 によって いる場合に は、 なぜ入札手続 をと

らないの かその合理娃 に疑間ありと した。

こ こま で書いてくると、 昨年望月 文雄 さん

が中心になってまと めた川 崎市に係る出 資法

人の実態報告が思い出される。 川崎の場合も

まさに出資法人は自治体職員の天下り先になっ

ているのであり、 望月 詞 査は、 全国調 査より

もさらに詳細に出資法人の役員名 を具体的に

把握 した上で、 当該職員 の従前の職位 とも対

応 して分析が行われ た。 そのいみ では、 全国

調査に先行しての秀れた調査であったと実感

す る。

同時にその調査結果 の際、 これ は第一 次調

査で、 われわれはひきつづき第二次調査をす

ると宣言 し、 それが 未履行になって いること

も恩い出された。

全国調査と望月調査を総合的に検討し、 今

年度の課題として第二次調査の実行が必要と

痛 感 し た。

この報告との関連でいうと資料集に外郭団

体調査一覧表が付され、 そのうち政令都市川

崎市関係のデータのうち （天下り人数等は川

崎市 が 無回 答と み えて 空欄、 そ の一 方 で）、

業務 委 託件 数総 合 計 を見て み ると ９１ 件 で、

その９１件 全部が 随意契 約とな って いる。 こ

れは先ほどの指摘からして商塵なしとしない。

その随意契約が、 第三者に丸投 げで再委託

されているか どう かぽ、 このデータ からは読

亭とれな い。 しかし、 昨年の外部包 括監査報

告をみて清水芳治さんが指摘した 「（財） 川

崎市公園縁地協会」 の委託件数は、 データ上

１３ 件 と な っ て い る。 清 水 さ ん は、 確 か
、

そ

れがほとんど丸投げだとしてこの報告書を基

礎に間題を投 げかけたと記憶 して いる。 われ

わ れ と し て、 調 査 の 必 要 あ り
、

で あ る
。

これにさらに関違していうと、 福岡から帰っ

た翌々同の新聞 に、 川 崎市が保育園 を業務委

託しようと して今次市議会に議案提出を行い、

６
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圧倒 的多く の父 母、 保育園関係者が反 対 して

いると報道され た。 それに対応す る ｒ杜会福一

祉法人川崎市杜会福祉事業団」 の欄をみてみ

ると、 業務委託件 数１２件 で随意 計約 １２ 件と

な っ て い る
。

ナ ニ
、

こ れ も 間 題 で は な い の か
、

そ して、 こ れも丸投げされて いな いのか、
と

うなってい るのかとフツフツと疑 問がわいて

きた。 こ うした実態の解明 も必要１こなってき

たように思 われる。

．以上、 第 １テーマのみの 大会報告となった

が、 他 のテ ーマとも関連 して、 参 加者のそれ

ぞれ が感想を出 し、 拡大幹 事会で討議を深 め、

当面 する私たちの取り組 みを確 定 していくこ

と は意義深 いものと 思われる。

前宮城県知事

浅野史郎さんほ語る

清水 芳治

多く の会場の皆さ んと 同様、 ワシサイ ドな

がら顔見知りの浅野 前知 事を拍 手で迎え た。

浅野さんは、 演壇 に脚 を組んだ身体を預 けな

がら、 これが今私が 慶応 大学で講義する 時の

スタイ ルで、 この形 で話をさせても らうと 語

り 出 し た
。

演題は ｒ知事室から見た市民オンブズマ ン」

で あ る。

切迫 したやり取りだったに違いない。

２００４年５月 ３１ 同の朝日新聞夕刊 は２段 の

記事ながら 「宮城県讐と知事 『決翠』 報償費

文書再閲覧」 の見出 しは私には踊って 見えた。

「４ 月 ２２ 日
、

県 警 は 知 事 に 文 書 を 示 し た が
、

知事が閲覧の 事実を公表 したことな どに反発

して回 収。 両者 は閲 覧再会に向けて話 し合い

を重ねてきた。 知 事は会見で、 県警 から詳細

な条件が示されたと し、 『条件 は受け られず、

決製 した』 と述べた。」

；れは ご存知の ように、 報償費不正 流用の

疑 いを持った仙 台市民オンブズマ ンが 知事を

相手に報償費支払先の情報非開示処分撤回を

求串て提訴 した事案である。

睦 査用報償費について宮城県讐は２１同ま

で１寺・ 捜査協亨への謝礼を支払つたとされる

『協カ 者』 の名 前 を含む 資料 を、 浅野知 事に

提出する方針を固めた。 捜査員への聴取も認

める」（朝日新聞４月２１日夕刊） 方針だった。

しかし 「再開示要請文書受け取らず 宮城

県讐」 （毎目新聞４月 ２４日見出 し） という事

態に対して 「知事は記者団に 『いずれは受け

取るだろう。 公 文書を受け取 らないなんてあ

り得ない』 と話 した。」

二の事件の渦の 中で朝日新聞 は 「ある県讐

幹部は 『県庁 にも協カ 者はいる。 あく まで一

般論だが、 知事 は自分も捜査対象 になりうる

ことを自覚 して いないのではない か』 と牽制

する。 自ら 協力者 だと名 乗る ５０代 の男 性は

『県 讐を信 じ、 知 事に 関する 情報 を提供 して

いる。 文書公開も知事の閲覧もと んでもない』

と話す。」 （５月 ７同） といさ さか出来 すぎだ

が、 ぞっとするような記事も書いている。

事案は県讐予算の執行停止、 漆間巌瞥察庁

長官の批判発言、 村井嘉洋宮城 県知 事の予算

の執行という推移を辿ることは周知の通りで

あ る。

．
ユニモラス な口調で緊迫 した知 事時代の豊

富な経験から語り出される事実は示唆に富ん

でいたが、 私には不正に直面 した時の浅野さ

んの対処の仕方とその哲学が非常に勉強になっ

た
。

不 正が明 らかに なっ たとき、
「悪魔」 はご

こ を ｒ上 手く」 乗 り切 れば２， ３期 知 事は安

泰ですよと嘱 いたという。 しかし知 事は、 部

下に 「上手く やれ」 とは言 わず、 徹底的 に調

査 し、 包 み隠さず報告せよと命 じた。 もちろ

７
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ん、 トップの決意 だけが間題ではない。 法的

環境も整備されて いるに しく はない。 国は情

報公開 条例を２０００ 年 に敷く が、 宮城県 は早

く も１９９０年には条例が出来ていた。

１９９３ 年、 ３ 日問選 挙で当 選 した 知事 だが、

この条件を活 かして、 浅野さん は断固 ｒこれ

は命令です」 と言ったの だ。

これま で共に仕事を し、 時 には酒 席を共に

する部 下と 上司。 その中 から場合 によって は

処分者 を出すことになる調査 だ。 気が重い。

それ を吹っ切 らせるの は責任 者のマ ジック で

あ る。

浅野さんは解説風に、 命令 があった方が部

下は動き やすいんです、 と語る。

すでにお気づき であろう、 浅野さ んの名 言

「オ ンブズマ ンは 敵だ、 但 し必 要な 敵だ」 は

対県庁、 対讐察 からも彼自身の体感 から生み

出された言葉である。

匂いは、 その 場には じめて足を踏 み入れた

時には臭 いと感 じるが暫くするとな れて感 じ

なくなる。 下は上の一挙手一足投 をじつ と見

ている。 納税者 の立場に立ち、 お金 の取られ

方、 使 い方を考える限りお かしな ことは出来

な いというの だ。

開明 知事の名 を得なが ら県庁不正に正 しく

対応 でき なかった前岐 阜県知 事を見るにつけ、

本間俊太郎知事時代からの県庁不祥事に正面

から立ち向かい、 情報公 開を進めて明るい県

政をつく り、 入札制 度を改 善して落札率 を７

５ ％平均に押 し下げる など、 全国 市民オ ンブ

ズマ ンと同 じ方向 を目指 し、 オ ンブ ズマ ンに

希望を与えてく れた知事でもある。

オンブズマ ンの落札 率ランキン グでＯ．１ ポ

イ ントρ差で囲中泰男前知事の率いた長野県

に破 れて ｒ何 で同率一 位 じゃない んです か、

長野県 は何しろあの人ですか らね え」 と語る

サー ビスも忘れていない。

与えられた時間を厳守して軽妙な口調が続

いたが、 人気 （？） 知事 は、 今 や人気教授に

転身したと 思われる。

包悟外部監査

１． 江 口 武 正

全国大会での ｒ包括外部監査の通信簿」 の

発表 も定着 してき た。

平成１７年度の監査実施自治体は函館市等

が追加 され１１１ となり、 優秀 賞 は神 奈川 県、

新潟県、 大阪府、 島根 県、 横須賀市の５ 自治

体が選ばれ、 そ の中で最優秀賞を意味する

「オ ンブ ズマ ン大 賞」 には錦 織正 二弁護 士を

中心に監査が実施された島根県に対する外部

監査 が選 ばれた。 監査人の錦織氏 は今 回の大

会に出席 し表彰され、 受賞報告 を行った。

外部監査では公認会計士が中心に監査する

例が多いが、 弁護士の例 は珍 しい。

錦織氏は、 受賞の挨拶で外部監査員への弁

護士の更な る参加、 公認会計 士と 弁護士の相

互協力が外部監査の質を向上させるために重

要で あることを強調されたが、 おおいに共感

す る
。

川 崎市 の外 部 監査 は 「優 秀 賞」 「活用 賞」

に選 ぱれず、
「改善要 望」 もな い普通 の評 価

で あ つ た
。

「通信簿」 に記載された川崎市の外部監査

に対す るコメ ントを記述する。

１． 市街地整備 事業奪の事務の 執行 につい

て

登戸士地区画整理事業における事業計画を

は じめ、 １４ の テー マ につい て 意見 や指 摘を

行っている。 現場の間題点 は取り 上げられて

いるが、 意 見や指摘の内容 は抽 象的である。

指摘事 項や意 見を述べた事項 について、 事業

の意思形成過 程まで遡り、 間題が発 生 した原

因や責任 につ いては踏み込ん でおらず物足り

な い。
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２． 出資 法人 の経営 管理について

出資 法人の うち、 （財） 川崎 市ま ちづく り

公 杜、 川 崎市住宅供給 公杜、 みぞのくち 新都

市 （株） 及ぴ川崎市士地開発公杜について監

査 を行っ ている。 土地開発 公杜のいわ ゆる塩

漬 け土地について は、 具体的な検討がなされ

て い る
。

し か し
、

出 資 法 人 に つ い て は、 出 資

法人の存在意義・必 要性について検討が不 可

欠 であるが、 まちづく り公杜、 みぞのく ち新

都 市 （株） について は言及がなく、 住宅供 給

公社汲び土地開発公杜については一応の検討

はな されて いるも のの不 十分 である。 また、

まちづくり公杜及ぴみぞのくち新都市 （株）

では、 市職員の役員兼 任の間題に触れて ある

が、 住宅供給公杜及 び土地開発公杜では二１メ

ン ト が な い。 ま た、 各 出 資 法 人 に つ い て、
一

般職の公務員の派遣に関し触れていない点は

間題がある。

我々 は１Ｏ月 ２８ 日に川 崎市の ｒ塩漬 け土地

間題」 を中心に市 民集 会を開催するがこの外

部監査報告も有効に利用し実りある集会にし

た い。

各地の蘭い

佐々木崎吉

全国大会では常に各地のオンブズマン活動

が報告されます。 よくま あ色々 間題が発生す

るものだと思いま すが、 それはオンブ ズマ ン

諸氏常目頃から鋭く行政を観察しているから

で し ょ う。 行 政 側 は、
あ あ い え ば こ う い う

、

こういえ ばああい うと 逃げ感うのですが、 そ

こを確り した証拠 をもと に詰 めて行く オ ンブ

ズマン諸氏の姿 は頼も しい ものです。 今回の

大会で発表された各地オンブズマンの闘いを

紹介致 します。

手葉 手葉県市民オンブズマン連絡会議

千葉県が経営破綻している県住宅供給公杜

に貸 し付けた１７億 ５０００万円は、 住宅公 杜側

は決算書に借入金表示をしていない。 それは

ｒ経営破綻を偽装 して いる。」 と して遠 法確認

を求めて訴訟を行っている。

富山 市民オンブズ富山

県の一部の部局を除いてすべての自治体で

灯油をはじめとする石油類の購入は随意契約

で行われており、 入 札を実施 している 県立高

校と比 較 して ３０ ％近く 高額 になっ てい る。

そこで富山市、 滑川 市を手は じめに住 民監査

請求を行っ ている。

岡山 ”ｍ 法人 市 民オ ンブズおかやま

市の下水道普及率を巡る地方交付税間題で

過 大請 求分１６ 億円、 そ れに利 息を含 めて 市

幹部職員が支払えという岡山地裁判決を勝ち

取 る。

広島 広 島・市民オンブズマ ン会議
．

県の 行政委員 会特 別職、 即ち 教育委 員会、

選挙管理委員 会、 公 安委員会、 監査委員 会ｅ

ｔＣ の 面々 はその 業務 に照 ら して信 じられ な

いような高額の報酬を受 けて いる。 監査委員

の代 表は月 額７８万５０００円 である。 又各委員

は会議に出席すれば （いつやったのか不明で

ありその 報告書 もない） 一日 ２６００ 円の 費用

弁償を受領 している。 これら を調 査 し７月 ４

巨県知事と県議会議長に報告書として提出し

た
。

和歌山 市民オンブズわかやま

旅田前和歌山市長が自らの愛人が経営する

料亭に賃料や改造費、 食事代等支出した公費

約２ 億 ５０００ 万円の 支払 を命 じる勝利判 決を

獲得、 又この住民訴訟を不当 であると元助役

らがいいがかりをつけた裁判でも勝利判決を

獲 得する。
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佐買 市良オンブズマン連絶会資・佐貫

県コ ピー費損害賠償 訴訟。 現在差 し戻 し審

理中。 たかがコ ピー費というなかれ、 全コピー

機を年問休みなく使用しても使い切れない程

のコ ピー用紙代 を請 求させている。 それ は裏

金と して プールさ れているようで ある。 ここ

から県政の全貌が見えてく る。

高知 高知桑市民オンブズマン連絡会構

大規 模年金 保養基 地と して１９８７年 （昭和

６２ 年）
’
１０月 よ り営業 を開始 した グリ ー ピア

土佐横 波は経 営は芳 しくなく ２００３年 （平成

１５ 年） 末 で１１億円 の累積赤 字を抱える に至

る。 こ の グ リ ー ピ ア に 対 し 県 は ２００３ 年 に ４８

０ 万８０００円 を無利 子 無担保 で貸 付を行 う。

これを違法と して 提訴 し一審勝利、 しかし二

審では公益性のた めと して逆転敗訴、 只今 上

告を検討中。

大阪 市民オンブズマン大阪

同和関連と して書 察も手出 しを してい ない

芦原病院間題即ち１９０ 億円 め補助金、 無担保

融資計１３０億円について告発を行う。

大阪 市民グループ見張り査

大阪市の公費不正支出即ち職員のヤミ厚遇

（昇 給、 専 従、 変 身スー ツその 他等々） が同

弁護団より報告されました 今迄発覚しなかっ

たウル トラＣ といわれるその巧妙な手口 の一

部が見えて来たわけです。

弁護団の レジメ を一部削除 しますが、 掲載

致 します。 ご一読下さい。

大阪市のウル トラＣ

～互助組合連合会給付事業に関する簡単な

レポー ト

（前略）

１人 の人 間が他人 の数 十万円 を自分の もの

にする こと を横領と呼ぴますが、 大阪市 では、

５万人の役人が数百億円のお金を自分のもの

にすれ ば、 横領 とは言いません。 それ は福利

厚生と呼ばれるのです。

２ 互助個合選合会畿付事二業

まる で魔法 のような話ですが、 そ のよう

な魔法が大 阪市 では実際に起き たの です。 そ

の塵法の名は、 互助組合連合会給付事業と言

い ま す
。

互助組合違合会給付事業は、 端的には職員

の年金事業を半分以上公金で行うという職員

にとって はまこ とに素晴ら しく、 大阪 市民に

とっては極めで悲惨な 「福弔揮 生」 事業です。

その仕組み について 簡単に ご説明 しま しょ

う。

互助組合、 そ して、 互助組合連合会 を通 じ

て保険会 杜に保険料２０．５／１０００ （職員 給与

の １０００ 分 の ２０．５ と 思 っ て 下 さ い） が 支 払 わ

れ て い ま す。

これ が最 終的に は年金・ 退職 金と なって、

大阪市職員の退職後の生活を潤すというわけ

で す が
、 保 険 料 の う ち １４．５ ／ １ＯＯＯ は

、
も と

をた どれぱ市が支出 した公金 （交付金）
．

であ

り、 職員 の負担 額は結 局６／ １０００ でしか あ

り ま せ ん。

それだけでも噴飯も のですが、 このような

交付金の支払が１０宰以上犬鮫では公然と行

われて来たわけです。 そ して、 毎年の支払 額

は２０億円を下回りま せんでした。

これだけの巨額の支払が長期間行われてい

ながら、 大阪市 では誰 もそのことに気がつ か

牟からたのカ＼ 大 阪市 にも市議会議員が いる

ではないか、 いや、 議員 があてにならな いと

し て も、 見 張 り 番 が い る で は な い か
、■

い っ た

い見張り番は何をやって いたのか、 みなさん

はそう恩われる かもしれませ ん。

確かにそのとおりなの ですが、 実は、 交付

金の会計上の処理に大き なカ ラク リがあった

の で す。

３ 空前他後の裏金作り

大阪市は、 交付金を予算計上するに際し、
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これ を 「給料、 調整手当、 期 末勤勉手当」 に

含ませて計 上して いま した。

互助 組合は、 交付 金を ｒ互助 組合交 付金」

として大阪市に請求 し、 大阪市はいったんこ

れを 「互助 組合交付金」 と して支出するもの

の
、

年 度 末 に お い て
、

ｒ給 料
、

調 整 手 当、 期

末勤勉手当」 に振り 替える操作を行い、 この

操作により、 決算書上、 交付金は 「給料、 調

整 手当、 期末勤勉 手当」 として計上されてい

た の で す
。

つま り、 交 付金 は、 「互助組 合交付 金」 と

しては計上されて おらず、 完全なヤミ会 計と

なっていたのです。

会計操作という、 お役 所における裏金 作り

の、 ある意味で は古典的 な手法が空前絶後の

規模 （３００ 億円！！） で行 われて いたというわ

け で す。

４ 終わリに

大阪市は、 も はや源死 の病人です。 未 だに

回復 する兆侯す ら見 えず、 今や次々 と合併症

を惹き起こしています。

もっとも、 大阪 市自 身には自分が病人 であ

るという自覚す らない かもしれません。 去年

全国オンブズマン大会で互助組合連合会給付

事業に関する地域報皆をしてから１年経ちま

したが、 互助組合 連合会 給付事業に関 しては、

辻公雄弁護士率いる互助組合連合会給付事業

等調査委員会によ るレポー ト以外に真相究明

はまったく進ん でいませ ん。 今 回の簡単な レ

ポー トも同委員会 のレポー トに依拠 していま

す。

しかしなが ら、 現在進行中の住民訴訟の中

で、 同委員会の レポー トにもなかったような

驚く べき事 実が判 明するかも しれません。 少

なくとも弁護団はそのような予感を持ってい

ます。 来年 の大会 で、 みなさんに是非そ の報

告が出来る こと を願いながらこの短い レポー

トを終えたいと思います。

以上が各地の報告の 概要ですが、 不正 の規

模から見て大阪の抱える問題は最大と考えた

次第です。 大阪の オンブズマ ン諸氏の奮闘 も

さることながら、 われ われ もまた、 大 阪市 の

動き に注目 し、 支援の意 味も込めて、 来年 の

大会 は大阪で開催されること が望ま しいと 考 一

えた次第です。
一と ころで、 官官接待・食糧 費を追及 して若

く して宮城県知事になった浅 野史郎氏の講 演

は３期 も知事をやると 話し方は、 政治家タイ

プ漫談調になり、 任期中後 半に発生 した宮城

県讐裏金間題追及は中途半端に終わった感じ

のあるのは否 めませ ん。

しか し、 九大名 誉教授斎 藤文男 先生によ る

新たな 「指定管理者制度」 は腐敗汚職の源に

なりかねないとの指摘、
毛 して元道 警釧路 方

面本部長原田宏二氏による じわ じわと強まり

つつある讐察権力の話等、 われわれも身を引

さ締あてかからねばならないと感じた次第で

す。

鮒 沁
セ

名
司

ミ ｒ
、 と ’

： ＝ ム ヴ 杯 ‘

、 蛛 鵜。こ
７
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・ぺ ∴ 李１亨 宣 言

一．、
却 ・紬 率 呼 蹄 確 僻 ますか・ 協 化の透 嚇 を検証する■ とい

芦 ㍗ ㌃下 郷 秘 細 坤 民オンブズマン福岡大会を開催しました

．；
ξの 挿 ㍗ 唆 蹄 坤 斡 宰都道府県と政令市に関する「外郭団体への業

磁 駒 鮒 蹄 跨１蹄 砕 繊 体に対しておこなった業務委託申・随意契約

によるものが・ 鰯 繭 酵 奉 ・という鶯くべき実態が明らかになりま した 一広 指

定 管 理 者 に 関 す る 調 査 で は、 指 定 管 理 者 の 選 定 方 法 や 還 定 手 続 が ま だ ま だ 不 透 明 で あ る ’

こ と や、 指 定 管 理 者 を 導 入 し た 施 設 に 関 す る 情 報 の 公 開 が 遅 れ て い る こ と も 明 ら か に な

り ま し た。

地 方 公 共 団 体 の 事 務・ 事 業 の ア ウ ト ソ ー シ ン グ化 と も い え る 民 間 へ の 委 託 は、 １ ９ ９

７ 年 １ ２月 の 行 政 改 革 会 議 の 最 終 報 告 以 降， 急 遠 に 進 展 し て き ま した が、 こ れ が 新 た

な利 権 の 温 床 と な り、 行 政 の 透 明 性 の 愛 請 に 逆 行 す る 緒 果 を 生 み 出 し て い る こ と を、 こ

こ に 指 摘 せ ざ る を得 ま せ ん。

ま た、 本 大 会 で は
、

９ 年 前 の 第 ４ 回 全 国 市 民 オ ン ブ ズ マ ン 福 岡 大 会 で の 竜 論 を 彷 佛 と

さ せ る、 過 去 １ ０ 数 年 に わ た る 岐 阜 県 で の 裏 金 作 り や 情 報 の 隠 蔽 の 実 態、 多 く の 議 会 が

領 収 証 す ら も未 だ に 公 開 して い な い 政 務 調 査 費 の 闇、 さ ら に、 私 た ち が 住 む 自 治 体 で も

同 様 の 間 題 が あ る に ち が い な い と 思 わ せ る 大 阪 市 の 乱 脈 ぶ り な ど も報 告 さ れま した。

私 た ち は、 初 め て 集 っ た ９ ４ 年 の 第 １ 回 仙 台 大 会 以 降、 情 報 の 隠 蔽 の 陰 に は 必 ず

腐 敗 が あ る こ と を 実 証 し
、

行 政 の 透 明 化 を 求 め て き ま し た。

そ し て、 今 後 も 行 政 に よ る 不 当 な 情 報 の 隠 蔽 を 許 さ な い た め に、 国、 自 治 体 に 次 の

３ 点 を 求 め る と と も に、 さ ら に 違 携 し て 行 政 の 監 視 活 動 を 続 け る こ と を 宣 言 しま す。

第 １ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は， 外 郭 団 体 に 対 す る 業 務 委 託 の 実 態 を調 査・公 表 す る と

と も に，
委 託 業 務 の あり 方

，
外 郭 団 体 の 必 要 性 な ど に つ い て， 市 民 が 検 証 で き る デ

ー タ を 全 面 的 に 開 示 す る こ と。

第 ２ 指 定 管 理 者 制 度 に つ い て は， 指 定 管 理 者 に 管 理 を 委 託 す る こ と の 可 否 に つ い て

十 分 な 議 論 を 行 う と と も に， 管 理 委 託 す る 場 合 に は 委 託 先 の 情 報 公 開 や 指 定 管 理 者

の 選 定 方 法 ・ 選 定 手 続 の 公 開 な ど を 徹 底 す る こ と。

第 ３ 政 務 調 査 費 を は じ め と す る 不 透 明 な 公 金 の 支 出 を 公 開 す る と と も に、 住 民

監 査 請 求、 住 民 訴 訟 が 行 政 監 視 に 実 効 性 を も つ よ う、 制 度 の 見 直 し を 行 う こ と。

２ ０ ０ ６ 年 ９ 月 １ ７ 日

第 １ ３ 回 全 国 市 民 オ ン ブ ズマ ン 福 岡 大 会 参 加 者 一 同
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税金 鰍 ６い追及の犬合唱を！
一会報５４ 号を読む一

黒岩公平

か わさき 市民オ ンブ ズマ ン会 報５４ 号を始

めから編集後記ま で丁寧に読ん だ。 私と して

はこんなこと は珍 しいことである。 そ して内

心伍促たる 思い を深く した。 それ は会 報を頂

いて、 表題と記 事をチラッと見る だけでファ

イ ル して、 幹事の諸先生 はよく やるよと感心

するだけで 私自 身は何も してい ない。 それが

この５４号 で目を覚まされた からであ る。

江口代表 幹事は冒頭の主張で、 滋賀 県知事

選で嘉田由起子氏が ｒ税金の無駄遣いともっ

た い な い」 を 合 言 葉 に
、

見 事 に 自 ・ 公 ・ 民 推

薦の現職を 打ち破って当選 した こと に触れな

が ら、 ｒかわさき 市民 オン ブズマ ン」 も税 金

の無駄遣い追及 を旗印に掲 げ、 市 の税 の無駄

遣い を徹底 して解明追及 して来 た。 しか し一

般市民にどれだけ共感を得ているだろうかと

江口氏 は慨 嘆しておられる。 会員 でありなが

ら私 もその １人と申 し訳ない気 持ちで一杯で

あ る。

篠原代表 は 「みんなで知って みんなで追及

しよ う」 と ５月 １４ 日の総会 の席 での 「初め

て知 った」 「いま さ らなが らだが こん なにひ

どい 実態 だったのか」 の声や 「その実態を広

く市民に知らせ市民共通の怒りを呼び起こす

必要 がある」 との意見を紹介 され、 同時に税

金無駄遣いの追及に対する市の対応の不誠意

な態 度についても怒りを 込めて 報告 してお ら

れる。 そして 「こ んな税 金のムダ遣いは許せ

ない一改革改善を めざす 市民のつ どい」 は中

小企業婦人会館の会場を一杯にしたいと緒ん

だ。 会場を一杯 にするために は 「つ どい」 に

ついて記者会見とチラシを撒いて広く市民に

広報することが必要 である。

私はかわさき市民オンブズマン創立総会に

参加し会場が熱気に包まれ感激したことを身

に感 じている。 しか し創 立委 員からオ ンブズ

マンは政治には関わらないとの宣言を闘いて

何 か違 和感を覚えたこと を記億 している。 私

は税金の無駄遣い追及は政治間題だと認識し

ている。 来年の市会議員選挙には侯補者全員

に税の無駄遣いについて公開質間位はやって

欲しいと思う。 税の無駄遺い追及の市民大合

唱 は阿部市政を変える。 かわさきが変 わる。・

かわさき市民オンブズマンの政治化 を恐れる

な！ 滋賀県知事選が象徴 しているではない

か
。

ＫＮＯＷ・ＨＯＷを知りたい

望月 文構

今、 事実調査の困難さ に自 分の限界を痛 感

しています。 ここ一月 足らずで私の目に留ま っ

た朝日 新聞の記事を ピックア ッブ してみま し

た。 関連性のある記事 を績 めま したの で、 目

付は前後します。 区別 のた め行間を空 けま し

た。 調査団体が市民団体走と分るのは岐阜県

の場合 のみの ようです。

オンブズマン活動に係わって議員の海外研

修旅 行
、 政務調査費間題、 第三セクター 間題

等を手がけてみたので すが、 納得の でき る切

り込みができません。 談合はオ ンブ ズマ ン活

動 の情 報公開か ら始まっ たように理解 しま す

が、 警察の捜査費問題 はオンブ ズマ ンの独自

調査によるものでしょうか。

下記の引用 記事の トッ プに県立高 校裏金９

００ 万円 と あり、 県の 調 査チ ーム と記 事に あ

りますが、 それ はその 下の引 用記事 にある弁

護士等 による検討委員会と理解できます。

１３



ｈｔｔｐ：／／ ㎜ ｗ．
ｋａｗａｓａｋｉ－ｏ㎜ｂｕｄｓ．ｓａｋｕｒａ．ｎｅ．ｊｐ／

防衛庁 や道路公団幹部の天 下り間題と談合、

これらの原点は どこに あるの でしょ うか。

地検特捜部とか総務省独自、 新闘杜のとい

う調査は、 専門家集団の調査 であっ て市民 グ

ルー プの調査 ではありません。 こ れらの初期

調査 の原点 に、 あるい は市 民の情 報提供 や、

苦情申立て があったと しても、 情 報発生源に

関する新聞記事はありません。

情報公開市民センターのホームページは情

報公開のノウハウについて整理した立派な資

料なのですが、 学校、 教育委員会、 各種労働

組合等に関 して は事例もありませ ん。 行政に

関連 した労働組合 などへは どのよう なチェッ

ク手段 が あるの で しょ うか。 川 崎 市の場合、

市の情報公開受付 では、 ノ ーコメ ントでした。

８月 ３０日 県立学校裏 金９００万円 岐阜の

３０ 校 備 品購入 ・ 飲食 に

、
県の調 査チーム

９月 ３ 目 岐 阜 県職員 裏 金、 ５９人 が個

人保 管 １ 億４８００ 万円 私的

流用も調査

検 討委員会・ 弁護 士等

９月 ４日 岐阜県裏金 組合、 １億４０００

万円流用 「償却 ウソ」 証言

関連記事、 元委員長の 県幹部

「組合に隠せ」

検討奏員会・弁護士等

９月 ２日 福島県公共事業 談合仕切り役

操作 県政にも影響力

東京地検特捜部

９月 ４同 福 島県工事談合 商議所連会長

を事情聴取、 差配役も本格調査

東京地検特捜部

９月 ３日 Ｆ２開発 担当 の防衛庁幹部

受 注企業に 天下り 集中、 直行、

規制骨抜き

朝同新聞調査

９ 月 ２ ０ 同

９ 月 ２ ０ 目

和歌山県知事 仲介者のゴルフ

場利用
一トンネル談合 容疑 県

庁・ゼネコンな ど捜査

大阪地検特捜部

総務省 でも水増 し 出 張費１９７

６ 万円 ８６ 人処分へ

総務省独自調査

吉野ヶ里固勝を見て

佐々木崎吉

今回の福 岡大会、 参加 人員３４０名 と発表さ

れま した。 これは多いのか少な いのか、 私の

感 じでは徐々 にではあるが参加人員 は減少 し

てきているように 思われます。 しかし今 回は

史上空前の強烈な 台風が近づいているこ とを

考えれば、 参加された人々 の情熱の程が 窺え

ま す。

１７ 日 終 了後 す ぐ帰 宅 され る 予 定 の方 々、

空 の便、 新幹線すべて運航行 中止、 博多、 福

岡 に臨時宿泊ということ になり真にお気の 毒

でした。 １７ 日夜 私も 宿泊 のホ テル の 窓より

猛烈 な雨風 が通り抜けて いっ たのを見て いま

し た。

翌１８ 日滅 多に来 ない北 九州、 どこ か見学

し て か ら 帰 ろ う と い う こ と に な り
、

江 口 さ ん
、

川
．
口 ぎんと 私の三人で隣県に はなりま すが佐

賀・ 吉野ヶ 里の遣跡を見学に行く ことになり・

ま し た
。

長崎本線吉野ヶ里公園駅を下車するとそこ

は広大な佐賀 平野、 延々 と続く稲穂 垂れる田

園地帯で した。 そ の平野の北の方向 に小高い

丘陵地帯があり、 そこ には復元された、 古代

人の住居跡が見えました。 吉野ヶ里遣跡です。

そこは歴史公園と して整備され、 観光地となっ

て い ま し た
。
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解説書によれ 民 今から２千数頁年前丘緊
一帯に分散的に集落が発生し、 紀元前２世紀

から１世紀には外敵の侵入に備え２重の療濠

をもった集落 が築かれたとのことです。

門 には衛兵が立ち、 物 見槽もつく られる。

そ して 穀物倉庫も作 られ、 武器庫、 繊 維工場

も出来、 王も出調 し、．会議場も作られる。 外

環 ２．５㎞、 面 積 ４０ｈａ の
‘‘

く に
”

の 出 現 と な

るそ う です。 今 でも専門家の問で議論の ある、

中国の 歴史書、 魏志 倭人伝に出てくる耶鳥 台

国はここで はな いかと素人ではありま すが恩

え て き ま し た
。

又、 現在世界 でま だ戦争は絶えな いのです

が、 人類が農耕 を始め富の蓄積をは じめると、

土地・水 を巡っ て、 あるいは収穫さ れたもの

を 狙 っ て “く に” と “く に” と の 争 い “戦 争”

が始まった のではないか。 狩猟時代 は人々 は

皆カを合わせ ていたのではな いか。 吉野ヶ 里

の遺跡 を見てふと感 じた次第です。

トルコ組行

その ５ ボ ドルムと パム ッカ レ

（６ 目目）

望月 文姓

ボドルム

前同 ミレ トからディディム を観光 して宿泊

は ボ ド ル ム の カ リ ア ・ プ リ ン セ ス ・ ホ テ ル だ
。

ボ ドルムの海岸線を走っているとき、 ガイ ド

が 野外劇 場の前でバスを止め、 下車するよう

に促 した。 バスを降りると目 の前は野外音楽

堂、 ミ レ トほ ど大きく はない が整備 が行き届

いて いて今 でも使えそう だ。
バス を止めた道

は一 見、 高速道路のよう だがそ うではなさそ

う。 ガイ ドは トルコの交通状 況を説明 レ 車

道に出ないように注意 した。 私たちが下車 し

た場所は車道なの だが。 野外 劇場の前には鉄

柵が設けられてい て立ち入れな い。 反 対側は

工一ゲ海だ。

ボ ドルム の旧名 はマウ ソレイ ソン。 マ ウソ

ロスの霊廟 があっ た地で歴史 の父ヘロ ドトス

の 生誕 地 だと い う。
「イ ル カ に乗 っ た少 年」

の原作はイタリア公演の成功で大金を得たア

リオ ンと いう歌手が、 帰 国のために乗船 した

船か ら、 乗 組員 の悪■各を逃れ、 命からが ら飛

び込ん だ海 で、 アリオ ンの 歌に聞きほれ たイ

ルカに助けられて船よりも先に、 無事ギリ シャ

に 帰
．
り 着 い た と い う、 ヘ ロ ド ト ス の 「歴 史」

第１ 巻に出てく る話なの だ。 彼 の 「歴史」 は

９巻に及 ぶ大作 で、 その史 実は現代 でも無視

できないものと評価されて いる ようだ。

翌朝 ボ ドルムのヨッ トハーバ ーと十字 軍が

建造 した ボ ドルム城へ案内さ れた。 ハーバ ー

には林 立す るヨッ トの帆 柱。 岸 壁では釣り糸

を垂れる男 がいた。 同行者の一 人が声を掛 け

ると、 手元 の網を上げ、 釣っ た小魚を見せて

くれ た。 大 人の手のひら位の もので、 名 前 を

言ったが聞き取れな かった。

ボ ドルム城はハーバーを囲みこむ岬にある。

ハーバ ー全体を見下ろす ような所で、 別名 は

聖 ペテ１コ城と い い、 １５ 世 紀初 頭に 病 院騎 士

団が建 造したものだといら。 現在は水中考 古

学博物館 でユニークな展示物 があるら しいが

入場 する時間 は無 かった。

ボ ドルムからパムッカ レヘ向 う時、 一人 の

同 行者が 不明 になり、 探 し出すの に３０分 掛

か っ た。 両 替 で 時 間 が 掛 か り、
一 人 に な り、

バスの所在地に事謄 できなかっ たのだという。

パ ムッカ レとは綿の城 という意味で、 カル

シュ ーム を含 ん だ熱 い ミネ ラ ル ウ オー タ ー

（温泉水） が 崖上の 古代都 市ヒ エラ ポリス の

東南 地点の崖に流れ出 し、 崖全体が石灰石 の
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ように見えるので付けられた名 芯 水量が年々 １

減少 しているのが心配の種 だという。

ヒエラポリス

海岸の 町ポ ドルムからバス で３ 時問半延々

と続く 麦畑 の中を走ったバス が着いたのは正

午過 ぎ、 まず昼 食。 昼食後乗 車 したバス は１

○分 も走らないう ちに、 ネ クロポリス とい う

古代 の共同墓地の真ん 中を通 って ドミティア

ヌスの アーチ手前の広場 に到 着 した。．近く に

はロ ーマ時代の浴場の 遣跡もあるが、 印象 は

薄い。 ドミティアヌス のアーチの足もと で説

明を受 ける。 トイ レだっ たといわれた場 所と

古代教会 とが 重複 してあ ったと いう説 明が、

何かピー ンとこな い。 アーチは古代都市の 中

心部になっていて、 そ こから整備された街 路

（フ ロ ン テ ィ ヌ ス ・ ス ト リ ー ト） が 始 ま り
、

左手に柱廊が並ぶ。 ゆるやかな丘の斜面 には

そこここに、 大 理石の 遣物が点在 し、 そ の先

はア ゴラ （集会広 場・市場） の広場 がある。

３０分 の自 由時 間 ではヒ エラ ポリ ス遣 跡の 全

部はとうてい見 学して 廻れない。 １ 日必要だ

といわれている広さなのだ。

ていて、 子どもや婦人たちが水着姿でカル シュ

ウム温水の 中ではしゃいでいる。 片手に靴の

入った ビニール袋 を持ち、 片手にカメ ラ、 背

中に小型リュ ック という姿では、 水 着になる

意味がない。 ヌ ルヌルするプールの 中に入り、

滑らないように足を運ぶ。２ つの石灰棚のプー

ルを歩いて後 は乾いた畦（あぜ）を歩く。 滑 ら

ないように。 博物 館の南側の丘側 面が石灰棚

になっていて、 上 部の幅は１㎞ 位 か、 下方へ

は ４， ５００ｍ？ 大 き な ナ プ キ ン 状 に 石 灰 棚 が 展

開 している。 途 中で白人女性２名 が水着姿で

記念写真を撮り合っていた。

パムッカ レ

パム ッカ レはヒ エラポリスの丘 から歩いて

２， ３０分 も掛からな いだろう。 乗っ て移動 を

始めたバスは広い駐車場に到着。

目の前 に大き な建物があり、 それ はローマ

時代の浴場を利用した博物館だという。 パムッ

カレといわれる世界遺産の石灰棚は博物館の

す ぐ南側 下手にある。 全景を みる には、 手前

から市街地方面に下る丘の斜面を幾分下った

所 にポイ ントが あると いう説明 を受 けた。

展 望をすませてから、 石灰棚 に足 を入れる。

下足番 はいず、 設備も無いの で、 靴は自分で

管 理しなければな らな い。 石 灰棚 は幾つもの

層 になっている。 日本 の棚 田を想定すれ ば良

い。 幾層にもなった棚田はプールのようになっ

会費についてのお知らせ

いつ も会 費納 入 に ご協力 頂き あり が と

う ござい ます。

ご存 知の よ うに、 かわさき 市 民 オ ンブ

ズマ ンの 活動 は会 費 によ っ て支 えら れ

て お り ま す。

会費 は年 会 費制 で会 員 は年 ３０００ 円、 賛

助会 員 は一 口２０００ 円 （原 則 二口 以 上）

で、 会 計年 度 は当年 ４月 １ 日 から翌 年

３ 月 ３１ 目 に な っ て お り ま す
。

納入 は５月 総会 の折 の直 接 納入、 ま た

は郵 便振 込 みで お願 い して おり ます。

今後とも引き続き完納に ご協力く ださ

る ようお 願 いい た しま す
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編集後記

○準備 を重ね てい よいよ ２８ 日の 市民の つ ど

いです。 通称ま ち連の小磯盟四郎 さんのさす

がと思わせる気く ばりに不行き届き の幹事一

同、 頭を垂 れま した。 集会の 成功 を目 指 し、

１Ｏ月 ８日に 「塩漬け土地」 巡りのバス ツアー

を企画 し、 そ のために江口代表幹 事は じめ川

口事務局長も現地確定など下見に汗を流しま

し た
。

ご 苦 労 さ ま で し た
。

○テ レ ビ朝 日の２９日 のスー パーモ ∵ニ ン グ、

何方 かご覧 になりま したか。 集会 の報告とダ

ブルの です が、 も し録画 した方が おられま し

たら事務局に至急 ご連絡 下さ い。

○会 報 ５５ 号は 全国 大会 特集 です が、 大会 ２

目目 の９月 １７ 胃、 福 岡 は台風の 直撃を 受け

文字通り足 止めを食った人が 大勢いたはずで

す。 篠 原さん、 佐々 木さん のプロ ロー グにも

ありま す。 今年は分科会カ式 をやめて、 全体

会一本 で終始 しま した。 物足り なく 思った人

もいると 思いますが、 この形 式の 効力 をより

強固 にする には、 事前の意 見交換 を、 集会形

式に囚われず、 イ ンターネ ッ ト活用も 考慮に

会計報告

入れて行 うべきだと思 いま す。 知恵者の 揃っ

たオンブズマ ンです。 うま い方法を編み出し、

会議の持ち方にも新機軸を生み出して欲 しい

も のです。 なお、 報告 の掲載は出来る だけ大

会 の流 れが わかるようにしたつもりです。

○会 費の件。 諸種事情 がありますが、 今年度

会 費未 納の会員 に は原則 と して １２月 郵 便振

替用 紙を同封 しま す。 昨年度ま では大 会終了

後の最初の会 報、 議案書と振込用紙を同封 し、

前年度の会費をその用紙などを利用して振り

込まない会員は自動的に除籍扱いにしていた

のですが、 一部 から苦情が出てその方 式を一

時中断、 逆にその ために対応に混乱が 生 じた

ものです。 加入の 時期 な どで不公平感 を抱か

れた会員もいらっ しゃ るようですが、 どうや

らご了解 いただける見通 しです。

○ 安倍新内閣が先同発 足 しま した。 皮 肉にも

小 泉内閣の鳴り物いり の郵政事業、 道 路政策

が如 何なる代物 であっ たかが、 前政権 に協力

した新 首相の下で露に ならざるを得な いので

はないで しょう か。 税 金のムダ遺いに ならな

いことを祈る のみです。 （清水）

２００６ 年 ４ 月 １ 日 ～２００６ 年 ９ 月 ２３ 目

一般会計

収 入 （円） 支 出 （円）

前 期 繰 越 ７６８
，
１８８ 会 報 発 行 費 ５１，９６７

会 費 ２０３，０００ コ ピ ー 代 ２０，０４８

資 料 飯 売 ８，４００ 情 報 公 開 請 求 ４，２３０

寄 付 金 ４４
，
０００ 会 場 費 １３，６００

刹 息 ７０ 訴訟 経 費 ０

旅 費 交 通 費 ２４５，１００

事 務 用 品 費 ５０，
６２８

通 信 費 １０
，
５００

備 晶 消 耗 晶 費 Ｏ

図 書 費 ０

全 国 会 費 １０，０００

講 師 料 Ｏ

Ｈ Ｐ 管 理 費 ５，０００

雑 費 １，９２０

収 入 合 計 １．０２３ ６５８ 支 出 合 計 ４１２，９９３

残 高 ６１０，６６５

訴 訟 種 立 金 ２，０００，０００

＊ ９ 月 １６、日 ～ １７ 目、 福 岡 で 全 国 大 会 が 行 わ れ ま し た。 か わ さ き 市 民 オ ン ブ ズ マ ン

か ら は ５ 名 が 参 加 し、 交 通 費 実 費 ２４５
，
１００ 円 を 支 出 し ま し た

。

１７



月 例 会 訟 ・ 学 習 会 い ず れ も ど な た で も

ご 参 加 い た だ げ ま す．

１ ０月 ２ 目 （月） 会 報 第 ５ ５ 号印 刷 ・発 送

１０月 ８目 （土） 塩漬 け土地めぐり

１ ０月 １ １ 目 （水） Ｋ Ｃ Ｔ 公 判

１ ０月 １ ３ 日 （金） つ どい の た め の 学 習 会

１ ０月 １ ６ 目 （月） つ ど い の た め の 記 者 会 見

１ ０月 １ ６ 目 （月） つ ど い の た め の 学 習 会

１ ０月 １ ７ 日 （火） 第６ 回 拡 大 幹 事 会

１３：３０

９：３０

１３：１５

１３：００

１４：００

１８：３０

１８：３０

１ ０月 ２ ９ 目 （日） 連 絡 会 議 拡 大 幹 事 会 （名 古屋） １３：Ｏ０

１ ０月 ２ ８ 目 （土） 市 民 集 会 １３：３０

１ １月 ２ １ 日 （火） 第 ７ 回 拡 大 幹 事 会 １８：３０

１ １月 ２ ５ 日 （土） 会 報 第 ５ ６ 号原 稿 〆 切 目

中原 区役所

市役所前集合

横 浜地裁５０２号法廷

川崎合同法律事務所

市役所記者クラ ブ予定

てく のかわさき

中原市民館和 室

中小企業・婦 人会 館

中原市民館和室

第６回拡大幹事会ば
申原市民館電闘催します
皆さん、 ご参加下さ い

発行 かねさき市民オンブズマン
所在 地 郵 便 番号２１０－８５４４

川 崎市川 饒区砂子１ 丁目１０番地２

ソ シオ砂子 ビル８０ ２ 川 崎合同法律事務所内

電話 ０４４－２１１－０１２１ Ｆ^Ｘ ０４４－２１１－Ｏ１２３

振 替 ００２７０－３－８５６２９

ｈｔｔｐ：／／ ㎜．ｋａｗａｓａｋｉ 舳 ｕｄｓ．ｓａｋｕｒａ 岨 ｊｐ／

Ｅ－ｍａｉｌ ：ｅｓｉｈａｒａ２８＠ｋａＵａｓａｋｉ－ｏ巾 ｕｄｓ．ｓａｋｕｒａ．ｎｅ．ｊｐ

会 報 第５５号 紀 集 ス タ ッ フ 演 水 芳 冶 ・ 佐 々 木 玲 吉 ２００６．１０．２．


